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修士論文要旨
【問題と目的】摂食障害の好発年齢にあたる女子生徒に対し
て，学校教育の枠組みを用いて行われる食行動への介入に，
ストレスマネジメントが取り入れられている（O’Dea & 
Abraham，2000）。発達に伴ってコーピングが多様になる
ため（Zimmer-Gembeck & Skinner, 2011），ストレス
に関連した不適応的な食行動も発達段階によって維持要因
が異なることが予想される。さらに，摂食障害の予防を目
指した介入に関する従来の研究では，介入の有効性の検討
にとどまっており，効果が得られにくい者など個人差を具
体的に検討した研究は非常に少ない。摂食障害患者の治療
で「気分不耐性」が治療効果に重大な影響を及ぼすことが
示唆されており（Carter et al., 2012），予防を目指した介
入においても気分不耐性が介入効果に影響を及ぼす可能性
がある。そこで，本研究では，コーピングおよび気分不耐
性が食行動に与える影響が発達に伴って変化するのか検討
を行い（研究１），その結果を踏まえ，コーピングの拡充に
焦点を当てた食行動に対する介入を行い，気分不耐性の高
さが介入効果に影響を及ぼすのか検討すること（研究２）
を目的とする。
研究１　コーピングおよび気分不耐性が女子生徒の食行動
　　　　に及ぼす影響の発達的変化の検討
【方　法】首都圏近郊の中学１～３年生の女子299名（平均
13.61±0.91歳），高校１～３年生の女子288名（平均16.66
±0.93歳），女子大学生57名（平均19.40±1.10歳）を対象
者とした。測度　（a）情動的摂食：日本語版DEBQ（今田，
1994）の情動的摂食項目，（b）コーピング：中学生・高校
生用TAC-24（嶋田他，2010），TAC-24（神村他，1995），
（c）気分不耐性：TOMS（Allen et al., 2012）を本研究に
て邦訳，（d）体重や体型に対する自己評価：BSDS（松本
他，2001）の自己評価の信念項目，（e）食事制限：日本語
版DEBQ（今田，1994）の節制的摂食項目。
【結果と考察】多母集団同時分析を行った結果，自己評価な
どの認知的側面が中学生の情動的摂食に及ぼすパスは，高
校生以上の年齢層よりも影響力が小さい一方で，気分不耐
性から情動焦点型コーピングを媒介して，情動的摂食につ
ながるパスは有意であることが示された。また，中学生や
高校生における気分不耐性の影響性は，大学生と比較して
直接パスも間接パスともに強いことが認められた。これら
の結果から，中学生を対象とした介入では，より有意なパ
スが認められたコーピングなどの行動的側面に介入する方
が適当であること，若年層では，上の発達段階よりも，気
分不耐性が介入に影響する可能性が示唆された。
研究２　コーピングの拡充に焦点を当てた学校教育の
　　　　枠組みにおける心理教育的介入が女子生徒の
　　　　食行動に及ぼす効果の検討
【方　法】首都圏近郊の中学３年生の女子165名（年齢14.59
±0.49歳）を対象者とした。測度　（a）～（d）は研究１と
同様，（e）やせ願望：EDI日本語版（永田他，1994）のや
せ願望項目，（f）体型不満：EDI日本語版（永田他，1994）
の体型不満項目，（g）ダイエット：ダイエット尺度（三輪・
嶋田，2007）。手続き：授業実施１週間前にpre測定を実施
した。その後，ストレスマネジメント教育を１回（50分）
実施し，授業の約１週間後にpost測定，約１か月後に
follow-up測定を行った。介入の実施内容：ストレスを感
じたときの心身への影響に関する説明，リラクセーション
法（10秒呼吸法）の練習，コーピングを状況にあわせて柔
軟に使い分ける重要性に関する心理教育，ストレスに関す
るグループディスカッションと発表，コーピングの効果の
判定，という５つの要素から構成された。
【結果と考察】群を独立変数，preとpostの情動的摂食を従
属変数とする分散分析を行った結果，情動的摂食では，群
の要因においてのみ有意な主効果が見られ（F（1,163）
=31.10, p<.01），時期の主効果と，群と時期の交互作用は
見られなかった。その原因として，中学生の段階では当初
想定していたよりも，情動的摂食を行う頻度が少なかった
ことが挙げられる。
　なお本研究は，人を対象とする研究に関する倫理委員会
の承認を受けた（2013-008；2013-138）。 
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